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被験者を対象として，母親，第一子(以下 íOlder J と表記する)，第二子(以下 íYounger J と表記する)による









Older がYounger に対して否定的行動を示した直後に，母親は， Younger の行動や感情・意図・欲求などの内的
状態をOlder に伝える調整行動(そんなことしたら00ちゃん<Younger の名前>が痛がるでしょ」等の発話)を
よく示した。このような調整行動が繰り返されることによって， Older は，自分の行動がYounger にもたらす影響
をかなり早く理解できるようになり，同時に，発達に伴って， Younger に対する否定的行動を自分の意志で抑制で
きるようになっていくものと考えられる。このような意味で， Younger の行動や内的状態をOlder に伝えるという
調整行動には，当該の否定的行動を終結させる機能を持つとともに， Younger の行動や感情・意図・欲求などの内
的状態に関する Older の理解力を向上させる働きがあるともいえる o
Older がYounger に対して親和的行動を示した直後にも，同じような調整行動 (1喜んでるよJ， 1笑ってるよ」等
の発話)が示される場合があった。このような調整行動を繰り返し受けることによって， Older は自分の行動が
Younger に喜びの感情をもたらしたことを早く理解できるようになり，このような関わりを数多く経験することに











く分かれた。被験者40組はYounger の年齢を基準に 3 つの年齢群に分類され，子ども同士の相互作用と母親の調整
行動との関連性が分析された。
最も年齢の低いグループ (Younger が 1 歳台)では，子ども同士の相互作用と母親の調整行動との間に関連性が
認められ，子どもたちを引き合わせる行動と引き離す行動を場面に応じて適切に使い分けることによって，母親は彼
らの関係をうまく調整していることが明らかとなった。調整行動の効果は，子どもの年齢段階が上がるにつれて小さ

















がみられるかを明らかにすることを目的としてなされたものである o 弟妹が乳児期のきょうだいと母親の 4 組を対象
としてなされた自由遊び行動の観察結果から，母親は，多くの言語的関わりを兄姉に向けることが圧倒的に多く，弟
妹の活動性の増加にともない比較的に短い間隔できょうだいに関わるようになり， きょうだい同士の競争や争いなど
の否定的関わりに対しては兄姉の不満をそらし， きょうだい間の親和的関わりを促進するような調整行動を示した。
弟妹が幼児期に達した40組のきょうだいと母親を対象としてなされた質問紙調査と行動観察の分析結果から，弟妹が
乳児期にあるきょうだい関係と同じく，母親は，きょうだい同士の否定的関わりを抑制し親和的関わりを促進するよ
うな調整行動を多く示すこと，および弟妹の年齢段階が低いほど母親の関わりかけはきょうだい関係の調整に大きな
役割を果たすことなどが明らかとなった。これらの結果は，母親の調整行動を手がかりとして，母子関係ときょうだ
い関係という複雑な社会的関係の解明に新たな視点を与え，今後の母子関係研究に大きな影響を及ぼすものである。
以上のように，本審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位を授与するに十分であると判定した。
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